【パネルディスカッション】 新科目の教科書・実践などから見えてきた 情報科の課題と改善の方向性 by unknown







































































































































































































































































































































































72 特集：第 2回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
　当初は，PowerPointの発表など，イベント的な授
業の日が多かったです。最近は，「知識・理解」に関
連する内容などの普段の授業も増えてきました。
　本県の場合は，情報科の授業を担当している教員が
情報科免許を所持しているかどうか，つまり免許外教
科教授担任の問題等がありまして、学校訪問の際の指
導も難しいことが多いです。
　先ほどの話にもありましたが、5年前には1時間ワー
プロの練習させていた先生もいました。その後、教育
課程研究協議会等で情報科の授業について，繰り返し
説明しているためか，大分減ったように思います。大
橋先生が仰ったように最初の10分間やらせるという
のは私もお勧めしています。実際に行っている学校も
多いです。特に，なかなか授業に入れない子どもたち
でも，最初に10分間のタイピングをすると，落ち着
いて授業に入れます。
　本県の抱える課題としては，教員の経験値という意
味で，教員個々の教科指導力の差が大きいと考えてい
ます。その対応としまして，夏に教育課程研究協議会
を開催し，専門学科単独校も含めて全校悉皆で研修会
を開催しています。教育課程に関する指導事項が中心
ですが，できる範囲で指導力に係る研修等も組み込ん
でいます。また，県教育研修センターでは，情報科の
授業担当者向けに情報科教育研修講座を悉皆研修で開
講しています。同センターが開講する教科研修の中
で，悉皆研修を開講するのは情報科だけです。これら
の取組みを通して，先生方の経験値を上げたいと考え
ています。
　
大貫　経験値を上げるというのは、具体的には研修を
するということですか？
　
津賀　そうです。授業の持ち時間等の関係で，情報科
について十分に勉強できずに担当される方もおりま
す。そのような方に対して，少しでも情報科が目指す
ことについてお話をさせていただき，先生方の教科指
導力を向上させたいと考えています。
　
大貫　経験値はもちろんのこと、非常に速く情報社会
が変化していく中で10年前にはなかったSNSの登場
など様々な新しい技術やサービスが出現する中で、情
報科の教員は自己研鑽するしかないのでしょうか？　
研修について埼玉県はどうなっていますか？
　
春日井　センターでの研修はあるようですが、それだ
けをあてにしていると全然ダメだろうという意識は持
ち続けています。
　
大貫　滑川先生。専門学科のあるところは相当頑張っ
て研修していますか？
　
滑川　一応、本校と袖ヶ浦高校との間では、専門学科
「情報科」設置校連絡会議というものを年に2回ほど
実施して交流を行っています。しかし、2回では少な
いと感じています。他県の先生方とお話しする機会も
多いのですが、千葉県内での研修の機会というのは他
県に比べて多くない気がしています。県のセンターで
も以前は教科「情報」に関する研修があったのです
が、参加者が少ないということでなくなってしまいま
した。本校では、情報に関する専門学科の設置校とし
て、8月9日に実施する情報教育研究フォーラムのよ
うに、県内の先生方の研修に役立てるような活動にも
力を入れています。
　
大貫　東京はどうですか？　充実していますか？
能城　東京はですね、採用がこの十数年でそろそろ
100名採用したんじゃないかなと思うんですけど、今
年も7名くらい受かっているので、私も含め元教科が
あって情報に鞍を変えた人がたぶん50 ～ 100くらい、
情報で採用試験を受けて情報しか教えてない人が100
人弱位いるので、研究会とか教員の勉強っていう意味
では情報の先生は基本学校に一人なので学校にいると
勉強できないんですよ。情報の授業をどうしようとい
う部分の勉強は今日の会のように皆さんで顔を突き合
わせたり他の人はどのように授業をしているのか、他
人の発表をみたりしないと、これをやってみようとな
るのは難しい。いかに採用されたばかりの若い先生を
呼び出すかっていうのを意識しています。なので、今
年は体制を変えて研究会は授業見学シリーズにしよ
う、毎月一回どこかの学校で研究会をやって、持ち
寄ったネタの交換会をしようというのを研究会では今
年度掲げていたりします。教員の資質うんぬんの話で
始まったんですけど、他人の授業を見たり、他人の実
践をどれだけ見るのかが大事なんじゃないかなと私は
情報の先生をしていて思うことですね。
　
大貫　研究会で公的に出張できる研修で足りるといい
のでしょうが、それだけで十分かというとそうではな
いでしょう。やはり教員自身が意識を高くして、お金
も使っていかないとなかなか厳しい。本校は、私学で
異動もなく、私自身は20年前から情報教育やってい
ますが、ずっと一人でやっていますので、最初の頃は
すべて試行錯誤だったというのが正直なところです。
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ここ10年くらいは外の研修会などにも出るようにし
ているのですが、最初の10年はうちにこもっていた
ので大変でした。まず、子供たちがこっちを向いてく
れる授業のネタを考え続けて、今はある程度のネタが
あります。今の若い先生方は、自分さえ外へ出て行け
ば、たくさんの授業ネタを仕入れられて、自分の授業
の幅が広げることができる時代になってきたと思いま
す。そういう意味では心がけ次第で授業スキルを上げ
ていけるでしょう。
　さて、残り時間が少なくなりました。最後に何か話
しておきたいことはありますか？
　
谷川　情報は2単位しかないので、8クラス担当して
採点となると記述問題を出したくても、そんなに出せ
ないことに悩んでいます。皆さんはどのように考査を
出題していますか？
　
能城　出してますよ、そのかわり8学級あると大変で
す。記述問題を大体4問くらい出してるんですけど、
採点の労力を考えると、大体1日2クラスが限界です
ね、1日80枚、4日で8クラス320枚を採点します。
　
大橋　去年の例ですけどうちは前期・後期試験で80
点分マークシート、後の20点分だけ記述です。記述
は5題しかないですけど，マークシートが多いけれど，
記述も出しています。
　
大貫　本校では、試験問題に必ず雑誌やウェブ上の記
事を読ませて、それに関する問を出しています。ただ
し、設問はオープンエンドになるようなものが多いの
で、採点にはあまり困りません。『僕はこちらの考え
を支持します、何故ならば』とロジカルに書いてあれ
ば○という風にしています。それでやって1クラス2
日間くらいかかるでしょうか。
　
春日井　テストでは記述は全然出してなく、マーク
シートで100問出して50分めいっぱい使わせるよう
な形にしています。50分のテストは知識理解と割り
切り、記述は授業時間内に書かせています。
　
大貫　成績評価という意味では、テストの採点だけで
なく実習の成果物の採点などもあります。本校では、
成果物の採点は大変時間がかかるので、夏休みまで持
ち越して2人・3人で一気にやることがあります。成
果物の評価の適正化についても話をしたいところです
が、残念ながら時間切れということで、本日のディス
カッションはここまでにしたいと思います。
